
移住者と住民、教育と地域など境界を超えてしなやかに新しいチャレンジを進める海士町。 
挑戦の裏側にある苦労や失敗、日常のエピソード等を学び、それぞれの地域での実践を考えます。 

 
 

 
 

■地域づくりに興味のある方 
■地域での活動や仕事を、今後さらに深化させたいと思っている方（公務員、NPO、任
意団体、企業、学生等） 

★キーワードは「小ネタ」。海士町の挑戦の裏側に深く迫ります 
海士町で挑戦と裏側にある小ネタ(苦労話や失敗談、日常の
小さなエピソード等)を深く学びます。 
★自分の活動に繋げる、より実践的な学びを目指します 
学んだ小ネタを自身の活動にどう繋げるか、現場への「落とし込
み」を重視したプログラムを予定しています。 
 
※事前課題があります。お申込み後、お送りします。 

ここがポイント！！ 

令和２年11月27日（金）〜29日（日） 

📍隠岐開発総合センター ほか 
   (島根県隠岐郡海士町大字海士1490) 

開催日時 

会場 

 
 
 
 
 
 
 

濱中 香理 氏 
（海士町役場 人づくり特命担当課長） 

平成14年海士町役場に入庁。 
地域振興課（現在の地産地商課）で水産業務を3年間担
当した後、平成17年からはCASと呼ばれる鮮度を保持する冷
凍方法の事業立ち上げに従事。第三セクター(株)ふるさと海
士の社員や地元の漁業者などと共に、商品開発や販路開拓
など10年間に携わる。 
現在は島根県立隠岐島前高校魅力化プロジェクト及び地方
創生戦略プロジェクトを担当。 

主任講師 

令和2年度 地方創生実践塾in 

日常を誇れる幸せな地域づくり 
〜「ないものはない」海士町から繋げる「わたしたち」の実践〜 

島根県海士町 

開催日 定員 
10名 

（先着順） 

対象 

【お問い合わせ】 一般財団法人地域活性化センター 地域創生グループ 

TEL：03-5202-6136  FAX：03-5202-0755  E-mail：chiiki@jcrd.jp  Web：http://www.jcrd.jp 

主催：(一財)地域活性化センター／共催：海士町／後援(予定)：総務省、内閣府、島根県 

 

 

 



スケジュール（※内容は変更になる可能性があります。）  

11月27日（金）17:15集合 
◆参加者集合：キンニャモニャセンター（高速船乗降場） 
 （住所：島根県隠岐郡海士町大字福井1365-5） 

◆開講式 
◆交流会 
 

11月28日（土） 
◆講義 「ないものはない 心ひとつに！みんなで”しゃばる”*島づくり」 
 【講師】  大江 和彦 氏（海士町長） 
       濱中 香理 氏（海士町役場人づくり特命担当課長） 
＊「しゃばる」とは、、隠岐地域の方言で「引っ張る」を意味します。 

◆フィールドワーク、グループワーク等 
◆交流会 
 

11月29日（日） 
◆グループワーク等「自分の地域でどのように取り組みたいか」 
◆閉講式（14:00閉講） 
 
 
 

 
 

【お問い合わせ】 一般財団法人地域活性化センター 地域創生グループ 

TEL：03-5202-6136  FAX：03-5202-0755  E-mail：chiiki@jcrd.jp  Web：http://www.jcrd.jp 

主催：(一財)地域活性化センター／共催：海士町／後援(予定)：総務省、内閣府、島根県 

 

 

 

大江 和彦 氏（海士町長） 

平成30年、町長に初当選。 
前町長の山内道雄氏の熱い想いを引き継ぎ、これまでの
町政方針である「自立・挑戦・交流」を踏襲しつつ、海士
に根付いた伝統文化や暮らし、絆を大切にした「継承・団
結」の想いを加え、『心ひとつに！みんなで“しゃばる”島づく
り』をスローガンにみんなで引っ張る島づくりに奮戦中。 

※ほか、調整中 

特別講師  

海士町までのアクセス、ご宿泊等  

◆11/28の開始時間に間に合う当日便はありませんので、海士町ま
では各自11/27の高速船等を利用の上、島内にて各自前泊をお願
い致します。（※高速船は予約制です。） 
◆海士町にあります「菱浦港」までは、各自、フェリーまたは高速船をご
利用ください。また、船の便数は限られますので「隠岐汽船」の時刻表
を十分ご確認の上、余裕を持ってご来場ください。【隠岐汽船ホーム
ページ：https://www.oki-kisen.co.jp】 
◆宿泊場所については、（一社）海士町観光協会にて斡旋させて
いただきます。お手続きについては、お申込み受付時、ご案内させてい
ただきます。 

TOPIC 

保井 美樹 教授 
（法政大学 現代福祉学部 教授） 

専門分野 
エリアマネジメント、都市・地域経営など。 
近著に『孤立する都市つながる街』等。 

※なお、保井美樹教授は、今回の実践塾の準備段階で
アドバイザーとしてご協力いただいています。 

↓詳しくはこちらから↓ 

その①法政大学現代福祉学部保井ゼミのコラボ企画 「海士町通信」 

法政大学 現代福祉学部 保井美樹セミ゙ナールとの協働によって「海士町通
信」を作成・発行し、海士町の取組みや思いを紹介しています。 
今回の地方創生実践塾in島根県海士町の主任講師である濱中香理さん
（海士町役場人づくり特命担当課長）にリモートで取材を行いました。 
ぜひご一読ください！ 

その② 
海士町出身で法政大学の
学生さんと共に本セミナーを
企画しています！ 

お申し込みにあたって 

■実践塾の受講は、地域活性化センターの個人賛助会員が受けるサービスの一環です。（他に機関紙配布、メルマガ配信等のサービスが
あります。 
■ 賛助会費は【地方創生実践塾地方版L会員10,000円、地方LS会員(学生)5,000円】です。 
詳しくはこちらから → https://www.jcrd.jp/member/about/） 
■申込された方へ宿泊についてのご案内を差し上げます。開催地までの往復交通費・宿泊費・飲食代等は別途ご負担となります。 
■お知らせいただいた個人情報は、当センターからの事務連絡および各事業のご案内等に利用させていただく場合があります。 
■開催日の3日前以降にキャンセルされた場合、賛助会費は返金できません。 
※万全の感染防止対策のもと実施しますが、風邪の症状がある方は参加をご遠慮いただきます。 
  当日2週間前からの健康チェックにご協力をお願いします。 

受講お申し込み方法 以下[1]~[2]のいずれかの方法で申し込みください 
[1]ホームページのお申込みフォーム 

ホームページ内にあります申込フォームよりお願いいたします。(右記URLからもご覧になれます。) 

※HP、申込フォームURL https://www.jcrd.jp/event/chihousousei/2019/1216_1948/  

[2] E-mail（ chiiki@jcrd.jp ）件名「実践塾（海士町）申込」とし、本文に次の各事項をご記入のうえ送信してください。 

①氏名②氏名（カタカナ）③セミナー当日の年齢④郵便番号・住所 ⑤勤務先（団体名・役職）⑥勤務先電話番号⑦携帯電話番号（当日連絡が取れる番号）⑧メールアドレス⑨27日及び28日の交流会の
出欠（各4,000円程度）⑩28日及び29日の昼食の要・不要（各1,000円程度）⑪請求書の要・不要（必要であれば宛名をご記入ください。） 
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